
巻
頭
言「日

本
水
大
賞
を
狙
う
コ
ツ
、
教
え
ま
す
」
︱︱ 

2

	

浅
羽 

雅
晴

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

川
は
民
俗
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

4

	

山
下 

裕
作

川
と
河
童
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

8

	

岩
永 

鈴
代

吹
割
の
滝
に
生
ま
れ
た
伝
説「
竜
宮
の
椀
」
︱︱︱ 

10

藤
井 

茂
樹

真
間
の
手
児
奈
入
水
伝
説
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

12

	

井
上 

克
彦

美
濃
の
雨
乞
い
伝
説 

夜
叉
ヶ
池
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

14

	

桑
原 

隆
一

三
途
の
川—

こ
の
世
か
ら
あ
の
世
へ—

︱︱
︱
︱
︱
︱ 

16

	

小
栗
栖
健
治

桃
太
郎
伝
説
を
歩
く 

血
吸
川
と
そ
の
周
辺
︱︱︱ 

18

	

杉
原
誠
一
郎

松
原
川
に
河
童
が
住
め
る
清
流
を
︱︱︱
︱
︱
︱ 

20

	

佐
賀
市
観
光
振
興
課

姉
川
と
妹
川
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

22

	

安
井 

雅
彦

書
誌 

河
川
の
民
話
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

24

	

古
賀 

邦
雄

温
故
知
新
の
旅（
第
１
話
）
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

26

高
さ
の
基
準	

間
宮
　 

清

会
員
の
活
動
紹
介
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

28

治
水
史
跡
探
訪
会	

松
武 

義
聰

落
語
と
川
⑥
「
巌
流
島
」
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

30

	

竹
内
　 

宏

万
葉
の
川
⑲

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

31

	

井
上 

克
彦

第
17
回
日
本
水
大
賞
・
日
本
Ｓ
Ｊ
Ｗ
Ｐ
表
彰
式
︱︱︱ 

32

第
18
回
日
本
水
大
賞
・
日
本
Ｓ
Ｊ
Ｗ
Ｐ
募
集
案
内
︱︱ 

33

協
会
活
動
日
誌
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

34

特
集「
川
と
民
話
」
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巻
頭
言子

ど
も
た
ち
を
育
む
川
 ――
―
―
―
―
―
― 

2

 

大
野 

重
男

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

川
遊
び
、
川
体
験
が
め
ざ
す
も
の
 ――
―
―
― 

4

 

山
道 

省
三

千
保
川
を
「
親
し
み
、
楽
し
む
」
川
に
 ――
― 

8

〜
ク
ル
ー
ズ
活
動
の
取
組
み 

新
井 

雅
夫

川
が
教
え
て
く
れ
る
も
の
 ―
―
―
―
―
―
―
― 

10

〜
上
流
で
質
の
高
い
教
育
を
生
み
だ
そ
う
！
〜 

辻 

　
英
之

浦
安
を
水
辺
の
ま
ち
に
 ―
―
―
―
―
―
―
―
― 

12

〜
E
ボ
ー
ト
に
よ
る
上
下
流
交
流
の
産
物
〜 

森
泉 

　
宏

生
物
多
様
性
と
よ
た
戦
略
と
環
境
学
習
 ―
― 

14

 

鷹
見 

英
志

尼
崎
運
河
へ
の
恩
返
し
 ―
―
―
―
―
―
―
―
― 

16

 

中
岡 

禎
雄

上
月 

康
則

山
中 

亮
一

多
摩
川
を
活
用
し
た
教
育
活
動
 ―
―
―
―
―
― 

18

 

東
山 

良
彦

川
は
つ
な
げ
る 

―
出
会
い
の
中
か
ら
充
実
し
て
い
く
教
育
―

 

 

20

 

西
田 

八
郎

温
故
知
新
の
旅（
第
２
話
）
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

22

天
明
の
浅
間
山
大
噴
火 

間
宮
　 

清

市
民
活
動
紹
介
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

24

地
域
の
記
憶
を
継
承
す
る
〜
「
港
町
油
津
へ
ぇ
〜
ほ
ぉ
〜
ま
ち
あ
る
き
」
〜 

 

倉
岡 

宏
宜

寄
稿　
千
曲
川
中
流
を
訪
ね
て
 ――
―
―
―
―
―
― 

26

 

風
間 

真
理

 

小
倉 

久
子

落
語
と
川
⑦
「
夢
金
」
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

28

 

竹
内
　 

宏

万
葉
の
川
⑳

 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

29

 

井
上 

克
彦

協
会
活
動
日
誌
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

30

特
集「
川
と
教
育
」
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巻
頭
言川

と
生
き
る
人
々
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

2

 

三
宅 

雅
子

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

清
流
長
良
川
の
河
川
文
化
 ――
―
―
―
―
―
― 

4

 

丸
山
幸
太
郎

「
木
曽
三
川
」
流
域
の
治
水
技
術
の
進
展
 ―― 

8

 

和
田
　 

清

木
曽
三
川
に
お
け
る
多
自
然
川
づ
く
り
と
そ
の
背
景

 
― 

10

 

原
田 

守
啓

長
良
川
で
発
生
し
た
浸
水
被
害
と
、
そ
の
時
の
水
防
活
動
に
つ
い
て

 ― 

12

 

戸
本 

敏
夫

地
下
水
を
守
り
な
が
ら
利
用
す
る
 ――
―
―
― 

14

 

神
谷 

浩
二

自
然
界
に
抱
か
れ
て
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

16

―
人
の
心
を
育
て
る
長
良
川
鵜
飼
― 

山
下 

純
司

長
良
川
の
清
流
、
安
全
は
流
域
で
守
る
 ―
―
― 

18

 

金
森 

吉
信

土
岐
川
流
域
の
環
境
保
全
と
修
学
河
川
へ
の
第
一
歩

 ― 

20

 

宮
島 

弘
佳

飛
騨
古
川
盆
地
の
洪
水
と
旧
宮
川
村（
飛
騨
市
）の
土
石
流
災
害

 ― 

22

 

新
谷 

一
男

郡
上
八
幡
の
川
と
水
文
化
 ――
―
―
―
―
―
― 

24

 

武
藤 

隆
晴

温
故
知
新
の
旅（
第
３
話
）
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

26

琵
琶
湖
疏
水 

間
宮
　 

清

市
民
活
動
紹
介
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

28

清
流
長
良
川
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ 

坂
井
田 

節

会
員
の
活
動
紹
介
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

30

平
成
27
年
度 

彩
の
川
研
究
会 

研
修
会 

懐
古
園（
小
諸
城
）・
上
田
城

 

金
塚 

史
朗

落
語
と
川
⑧
「
百
年
目
」
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

32

 

竹
内
　 

宏

万
葉
の
川
㉑

 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

33

 

井
上 

克
彦

川
の
本

 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

34

 

小
林 

寿
朗

協
会
活
動
日
誌
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

34

特
集「
岐
阜
の
川
」
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巻
頭
言御

渡
り
の
記
録
が
語
る
も
の
 
―
―
―
―
―
― 

2

 

宮
井
　 

宏

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

隅
田
川
の
文
学
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

4

〜
幸
田
露
伴
、
幸
田
文
〜 

行
吉 

正
一

小
説
「
石
狩
川
」
本
庄
睦
男
 ――
―
―
―
―
― 

8

 

鈴
木 

英
一

最
上
川
と
文
学
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

10

 

梅
津 

保
一

萩
原
朔
太
郎
「
利
根
川
の
ほ
と
り
」
 ―
―
―
― 

12

 

齋
木 

雄
造

激
つ
川
の
文
学
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

14

―
急
流
河
川
が
生
ん
だ
富
山
の
歴
史
と
文
学
―

 

田
中
夏
陽
子

17
世
紀
に
お
け
る
道
頓
堀
の
開
発
と
芝
居
地

 ――
― 

16

 

塚
田
　 

孝

高
知
県
の
川
と
文
学
 ――
―
―
―
―
―
―
―
― 

18

 

永
橋 

禎
子

遠
賀
川
と
文
学
 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

20

 

牛
嶋 

英
俊

「
街
道
を
ゆ
く
」
司
馬
遼
太
郎　
川
の
風
景
 ―― 

22

 

竹
内
　 

宏

新
美
南
吉
童
話
に
描
か
れ
た
知
多
半
島
の
里
山
・
里
川

 
― 

24

 

近
藤
　 

朗

藤
沢
周
平
海
坂
藩
の
川
と
江
戸
の
橋
 ――
― 

26

 

岡
村 

直
樹

温
故
知
新
の
旅（
第
４
話
）
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

28

見
沼
代
用
水 

間
宮
　 

清

市
民
活
動
紹
介
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

30

里
山
保
存
活
動
–
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
– 

大
島 

正
保

落
語
と
川
⑨
「
船
弁
慶
」
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

32

 

竹
内
　 

宏

万
葉
の
川
㉒

 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

33

 

井
上 

克
彦

第
18
回
日
本
水
大
賞
・
２
０
１
６
日
本
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
青
少
年
水
大
賞

 ― 

34

川
の
本

 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

36

 

門
井 

慶
喜

平
成
28
年
度（
第
71
回
）定
時
社
員
総
会
の
報
告

 ―
―
―
―
― 

37

協
会
活
動
日
誌
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

38

特
集「
川
と
文
学
」
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巻
頭
言荒

川
五
色
桜
を
縁
と
し
た
日
米
の
交
流
 ― 

2

 

三
井 

元
子

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

都
市
河
川
・
荒
川
の
記
憶
 ――
―
―
―
―
―
― 

4

藤
原 

悌
子

日
本
一
の
長
さ
を
誇
る
運
河
群
 ――
―
―
―
― 

8

（
貞
山
運
河
︑東
名
運
河
︑北
上
運
河
）の
復
興
に
向
け
て

 

茂
泉 

博
史

石
神
井
川
ミ
ス
テ
リ
ー
 ――
―
―
―
―
―
―
― 

10

 

竹
内
　 

宏

印
旛
放
水
路
の
歴
史
的
経
緯
と
そ
の
背
景
 ―― 

12

 

白
鳥 

孝
治

利
根
川
の
瀬
替（
利
根
川
の
東
遷
）
 ――
―
―
― 

14

 

白
井 

勝
二

江
戸
初
期
の
川
の
変
化
を
た
ど
る

 ―
―
―
―
―
― 

16

 

菅
原 

健
二

古
日
光
川
と
乙
川（
流
れ
の
切
替
え
）
 ―
―
― 

18

 

安
井 

雅
彦

古
地
図
か
ら
消
え
た
﹁
京
の
川
﹂
 ――
―
―
― 

20

 

鈴
木 

康
久

駅
館
川
開
発
の
歴
史
と
広
瀬
井
手
 ――
―
―
― 

22

 

南
　 

文
明

温
故
知
新
の
旅（
第
５
話
）
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

24

牛
伏
川
階
段
工 

間
宮
　 

清

寄
稿　
原
始
的
な
吊
橋
を
探
し
て
 ――
―
―
―
―
― 

26

–
山
間
集
落
に
根
付
く
文
化
財
と
し
て
の
歩
道
吊
橋
–

 

大
嶽 

雅
博

会
員
の
活
動
紹
介
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

28

治
水
史
跡
探
訪
会 

稲
塚
　 

勝

第
18
回
日
本
水
大
賞
・
日
本
Ｓ
Ｊ
Ｗ
Ｐ
表
彰
式
 ―― 

30

第
19
回
日
本
水
大
賞
・
日
本
Ｓ
Ｊ
Ｗ
Ｐ
募
集
案
内
 ― 

31

落
語
と
川
⑩
﹁
三
十
石（
夢
の
通
い
路
）﹂
 ―
―
―
―
―
―
― 

32

 

竹
内
　 

宏

万
葉
の
川
㉓

 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

33

 

井
上 

克
彦

協
会
活
動
日
誌
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

34

特
集﹁
流
れ
を
変
え
る
﹂
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巻
頭
言「母

な
る
川
」
最
上
川
 ―
―
―
―
―
―
―
― 

2

 

柴
田 

洋
雄

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

最
上
川
を
往
来
し
た
文
物
考
 ――
―
―
―
―
― 

4

特
に
青
苧
と
雛
文
化
に
つ
い
て 

菊
地 

和
博

最
上
川 

賛
頌
 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

8

 

土
岐
田
正
勝

最
上
川
舟
運
物
語
 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

10

 

髙
瀨
　 

靖

最
上
川
の
恩
恵
と
水
害
と
の
闘
い
 ――
―
―
― 

12

 

小
出
　 

博

最
上
川
と
左
沢
町
場
の
文
化
的
景
観
 ――
―
― 

14

 

水
戸
部
泰
子

黒
滝
開
削
と
舟
道
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

16

 

髙
山 

義
則

紅
花
文
化
を
訪
ね
て
 ――
―
―
―
―
―
―
―
― 

18

 

小
倉 

久
子

清
流 

寒
河
江
川
と
さ
く
ら
ん
ぼ
の
里 

さ
が
え

 ― 

20

 

芳
賀 

和
彦

変
わ
り
者
の
最
上
川
 ――
―
―
―
―
―
―
―
― 

22

―
最
上
川
の
水
質
と
地
形
―　
　
　

  

佐
藤 

五
郎

最
上
川
ス
ケ
ッ
チ

 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

24

万
葉
の
川
㉔

 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

25

 

井
上 

克
彦

温
故
知
新
の
旅（
第
６
話
）
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

26

藍
と
吉
野
川 

間
宮
　 

清

寄
稿 「ʻ

桑
島‚

雪
だ
る
ま
ま
つ
り
」を
訪
ね
て
 ―― 

28

 

風
間 

真
理

会
員
の
声
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

30

中
央
分
水
嶺
は
ど
こ
を
通
っ
て
い
る
の
か 

山
口 

高
志

落
語
と
川
⑪
「
和
歌
三
神
」
 
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

31

 

竹
内
　 

宏

２
０
１
６
年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
青
少
年
水
大
賞
参
加
報
告

 ― 

32

川
の
本

 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

34

協
会
活
動
日
誌
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

34

平成 28 年 12 月 20 日発行（年 4 回発行）

平成28年12月

76

最
上
川
特
集



巻
頭
言利

根
川
源
流
の
山
と
人
 ―
―
―
―
―
―
―
― 

2

そ
し
て
「
利
根
川
源
流
讃
歌
」 

猪
熊 

道
子

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

絵
図
か
ら
見
え
る
源
流
文
化
 ――
―
―
―
―
― 

4

源
流
に
新
し
い
価
値
が
生
ま
れ
て
い
る 

中
村 

文
明

生
き
方
と
し
て
の
マ
タ
ギ
 ――
―
―
―
―
―
― 

8

 

田
口 

洋
美

荒
川
源
流
「
秩
父
夜
祭
」
 ―
―
―
―
―
―
―
― 

10

 

松
浦 

茂
樹

木
曽
川
源
流
の
村
か
ら
 ―
―
―
―
―
―
―
―
― 

12

 

澤
頭 

修
自

神
通
川
上
流
高
原
川
と
奥
飛
騨
温
泉
郷
 ――
― 

14

 

竹
腰 

藤
年

水
源
地
の
村
づ
く
り
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

16

樹
と
水
と
人
の
共
生
を
め
ざ
し
て 

上
西 

由
恵

「
旭
川
源
流
の
碑
」
で
流
域
を
つ
な
ぐ
 ――
― 

18

 

竹
原 

和
夫

祖
谷
川
流
域
の
歴
史
と
文
化
 ――
―
―
―
―
― 

20

 

下
川
　 

清

神
話
の
里
を
流
れ
る
五
ヶ
瀬
川
 ―
―
―
―
― 

22

 
 

永
松
　 

敦

温
故
知
新
の
旅（
第
７
話
）
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

24

嘉
南
大
圳
（
八
田
與
一
の
功
績
） 

間
宮
　 

清

市
民
の
活
動
紹
介

 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

26

７
５
８
ミ
ズ
ベ
る
会
＋
愛
知
・
川
の
会
共
催

「
堀
川
ウ
ォ
ー
ク
」 

中
村 

晋
一
郎

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
と
な
っ
た
川
祭

「
尾
張
津
島
天
王
祭
」
と
「
須
成
祭
」 

大
野 

麻
子

会
員
の
活
動
紹
介
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

30

平
成
28
年
度 

彩
の
川
研
究
会
の
活
動 

小
林 

一
夫

落
語
と
川
⑫
「
野
崎
詣
り
」
 
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

32

 

竹
内
　 

宏

万
葉
の
川
㉕

 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

33

 

井
上 

克
彦

協
会
活
動
日
誌
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

34

平成 29 年 3 月 20 日発行（年 4 回発行）

平成29年3月

77

特
集「
源
流
文
化
」



巻
頭
言川

を
育
て
る 

人
を
育
て
る 

川
と
人
 ―
― 

2

―
郡
上
八
幡
水
の
学
校
― 

佐
々
木 

葉

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

メ
コ
ン
デ
ル
タ
で
洪
水
と
暮
ら
す
 ――
―
―
― 

4

 

春
山 

成
子

セ
ー
ヌ
川
革
命
の
19
世
紀
 ――
―
―
―
―
―
― 

8

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
支
え
る
「
印
象
派
絵
画
」 

佐
川 

美
加

自
動
車
産
業
の
発
展
を
支
え
た
ラ
イ
ン
川
 
―
― 

10

 

広
瀬
　 

淳

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ド
ナ
ウ
の
旅
 ――
―
―
―
― 

12

自
然
の
克
服
と
保
護
の
狭
間
で 

曽
我 

晶
子

ヴ
ォ
ル
ガ
川
久
遠
の
流
れ
 ――
―
―
―
―
―
― 

14

ス
テ
ン
カ
・
ラ
ー
ジ
ン
伝
説 

井
上 

克
彦

湘
と
漓 

二
水
を
結
ぶ
霊
渠
 ――
―
―
―
―
―
― 

16

紀
元
前
２
世
紀
の
遺
産 

竹
内
　 

宏

ブ
ン
ガ
ワ
ン
ソ
ロ
 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

18

ジ
ャ
ワ
文
化
を
育
ん
で
き
た
大
河 

廣
瀬 

典
昭

観
光
・
天
然
・
鉱
物
資
源
の
豊
か
な
オ
リ
ノ
コ
川

 ― 

20

 

竹
内 

洋
市

世
界
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
 
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

22

 
 

北
川 

健
司

温
故
知
新
の
旅（
第
８
話
）
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

24

利
根
運
河
建
設 

間
宮
　 

清

落
語
と
川
⑬
「
汲
み
た
て
」
 
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

26

 

竹
内
　 

宏

万
葉
の
川
㉖

 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

27

 

井
上 

克
彦

第
19
回
日
本
水
大
賞
・
２
０
１
７
日
本
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
青
少
年
水
大
賞

 ― 

28

平
成
29
年
度
（
第
72
回
）
定
時
社
員
総
会
の
報
告

 ――
―
―
― 

30

協
会
活
動
日
誌
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

30

平成 29 年 6 月 20 日発行（年 4 回発行）

平成29年6月

78

特
集「
海
外
の
川
と
文
化
」



巻
頭
言河

川
下
流
部
の
原
風
景
を
探
る
 ―
―
―
―�

2

 

浅
枝
　 

隆

北
上
川
と
と
も
に
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―�

4

河
口
の
ま
ち
石
巻 

毛
利 

広
幸

銚
子
の
発
展
を
支
え
た
大
河
川 

利
根
川
 ―
―�

6

 

岩
本 

直
哉

ヒ
ス
イ（
翡
翠
）文
化
交
流
と
姫
川
 ―
―
―
―�

8

古
代
日
本
海
交
易
の
拠
点 

土
田 

孝
雄

北
前
船
が
つ
く
っ
た
豪
商
の
ま
ち
 ―
―
―
―
―�

10

―
神
通
川
河
口
・
東
岩
瀬
― 

林
　 

達
夫

三
国
湊
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―�

12

―
九
頭
竜
川
河
口
に
位
置
す
る
古
い
港
町
― 

釣
部
由
紀
子

熊
野
川
河
口
の
文
化
的
景
観
 ―
―
―
―
―
―
―�

14

―
そ
の
信
仰
と
舟
運
― 

山
本 

殖
生

山
口
県
粟
野
川
河
口
街
の
二
度
の
繁
栄
 ―
―�

16

 

重
中
十
士
明

四
万
十
川
流
域
の
山
と
川
の
恵
み
の
発
着
所
・
下
田

 ―�

18

 

惠
谷 

浩
子

那
珂
川
と
「
福
博
」
の
街
 ―
―
―
―
―
―
―�

20

 

信
国 

義
輝
　
西
田 

直
人

温
故
知
新
の
旅（
第
９
話
）
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―�

22

玉
川
上
水 

間
宮
　 

清

市
民
活
動
紹
介
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―�

24

ド
ロ
ー
ン
を
河
川
環
境
調
査
に
活
用

豊
田
市
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
防
除
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

山
本 

大
輔

落
語
と
川
⑭
「
王
子
の
狐
」
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―�

26

 

竹
内
　 

宏

万
葉
の
川
㉗

 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―�

27

 

井
上 

克
彦

第
19
回
日
本
水
大
賞
・
２
０
１
７
日
本
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
青
少
年
水
大
賞

 ―�

28

川
の
本 

 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―�

30

 

安
井 

雅
彦

協
会
活
動
日
誌
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―�

30

平成 29 年 9月 20日発行（年 4 回発行）

平成29年9月

79

特
集「
河
口
の
ま
ち
」



巻
頭
言京

の
河
川
文
化
と
鴨
川
条
例
の
10
年
 ――	

2

 

新
川 

達
郎

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

新
た
な
河
川
の
可
能
性
 ――
―
―
―
―
―
―
―	

4

― 

千
年
の
都
・
京
都
か
ら 

― 

鈴
木 

康
久

神
宿
る
鴨
川
 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―	

10

 

大
滝 

裕
一

明
神
川
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―	

12

― 

１
３
０
０
年
の
時
を
経
て 

― 

勝
矢 

淳
雄

時
代
に
翻
弄
さ
れ
た
堀
川
 ――
―
―
―
―
―
―	

14

 

平
野 

圭
祐

歴
史
の
舞
台
と
な
っ
た
宇
治
川
 ―
―
―
―
―	

16

 

加
納 

伸
晃

保
津
川
今
昔
物
語
 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―	

18

 

黒
川 

孝
宏

高
瀬
川
、
岸
辺
の
風
景
 ――
―
―
―
―
―
―
―	

20

 

西
野 

由
紀

白
川
夜
舟
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―	

22

― 

京
情
緒
あ
ふ
れ
る
水
辺
散
策 

安
田 

　
勝

琵
琶
湖
疏
水
に
ふ
た
た
び
舟
運
 ――
―
―
―
―	

24

 

小
森
千
賀
子

落
語
と
川
⑮　
「
文
七
元
結
」
 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―	

26

 

竹
内
　 

宏

万
葉
の
川
㉘　

初
瀬
川

 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―	

27

 

井
上 

克
彦

２
０
１
７
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
青
少
年
水
大
賞
参
加
報
告

 
―	

28

協
会
活
動
日
誌
 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―	

30

平成 29 年 12月 20日発行（年 4 回発行）

平成29年12月

80

特
集「
京
の
川
」


